
平成２７年 第９回

戸田市教育委員会定例会

平成２７年９月２４日（木）午前９時３０分

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室

戸田市教育委員会



第９回教育委員会（定例会）次第

１ 開会

２ 前回の会議録の承認

３ 教育委員提案について 別添 資料№１のとおり

４ 報告事項 別添 資料№２のとおり

５ 議事 ページ

（１）議案

議案第３９号 平成２８年度当初教職員人事異動の方針について（案）････････････当日配付

議案第４０号 戸田市就学支援委員会委員の変更について･･････････････････････････････１

６ その他

（１）次回の教育委員会の日程（案）

平成２７年１０月２２日（木）午前９時３０分～

（２）その他

７ 閉 会



議案第39号

平成28年度当初教職員人事異動の方針について(案)

戸田市教育委員会学務課

17957
テキストボックス
（当日配付資料）



平成28年度当初教職員人事異動の方針について(案)

戸田市教育委員会は、ここに平成28年度当初人事異動を推進するに当たり、教職

員人事異動の方針を次のとおり定め、その実現を期するものである。

その実施に当たっては、戸田市立小・中学校長をはじめ関係各位の積極的な取り組

みを願いたい。

平成27年9月 日

戸田市教育委員会
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平成28年度当初戸田市立小・中学校教職員人事異動の方針(案)

戸田市教育委員会

1 埼玉県教育委員会の「平成28年度当初教職員人事異動の方針」及び「平成28

年度当初市町村立小・中学校等教職員人事異動方針細部事項」に基づき、埼玉県教

育委員会及び各市町村教育委員会との緊密な連携のもと、円滑、適正な人事異動を

行い、本市学校教育の充実と進展を図る。

2 本市の現状を踏まえ、教育の機会均等を図るため、各学校の教職員組織の充実と

均衡化に努め、長期的展望に立った人事異動を積極的に進める。

3 配当定員に対して過員を生ずる場合は、その調整のための異動を優先して行う。

4 学校の気風の停滞を防ぐとともに、職務経験を豊か(とするため、教職員は、同一

校在職10年以内に異動を行う。特に、7年以上の者については、積極的且つ計画

的に異動を行う。

5 新採用以来在職する教職員ついては、多様な経験を積ませ、資質の向上を図るた

め、5年以内に異動を行う。その際、原則として市町村間の異動を行う。

6 次の事項に該当する教職員(教頭及び主幹教諭を除く)については、原則として

異動を行わない。

(1) 同一校在職3年未満の者

(2)産休・育休等を取得中及び妊娠中の者

(3)休職中の者

7 管理職候補者名簿登録者については、豊かな職務経験を得させるため、積極的に

異動を行う。

8 定年退職者等の再任用職員については、豊かな経験を生かすとともに、調和のと

れた学校運営に資するため、適切な配置に努める。

I.
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?1モノ゛宇

写 、′教県第39.O号
平成27年8月31日

各市町村教育委員会教育長

各市町村立小・中・特別支援学校長

県西南部地域特別支援学校(仮称)

開設準備室開設準備委員長

様

埼玉県教育゛委員会教育長(公印省略)

平成28年度当初教職員人事異動の方針について(通知)

標記の件について、別紙のとおり決定したので通知します。

なお、実施に当たって“は、各関係機関の連携を密にし、協力して適正な人事を行

い、所期の目的が達成されるよう格段の御尽力をお願いします。・また、貴管下教職

員にも、趣旨を周知徹底するよう御配意願います。



平成28年度当初教職員人事異動の方針につレVて

本委員会は、ここに平成28年度当初人事異動を推進するに当たり、教職員人事

異動の方針を次のとおり定め、その実現を期するものである。

その実施に当たっては、各市町村教育委員会をはじめ教育関係各位の積極的な御

協力を切望してやまない次第である。

平成27年8月31日

埼玉県教育委員会
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平成28年度当初教職員人事異動の方針

1 基本方針

「第♀期埼玉県教育振興基本計画」を踏まえ、学校教育に.対する県民の期待に
応えるため、以下の(1)から(5)に基づき、人事異動を推進する。

(1)本県教育界の活性化を図り、気風を刷新して教育効果を高めるため、人材を

抜擢し、適材を適時に適所に配置することを基本に異動を推進する。

(2)本県教育界の人材育成を期して、教職員の視野を広め職務経験を豊かにする
ための異動を推進する。

(3)教育.の機会均等を図るため、各学校の教職員組織の充実と均衡化に努め、地
域差・学校差を是正する。特に、教職員の年齢構成不均衡を解消するため、広
範な人事の交流に努める。

(4)本県教育水準の向上を図るため、特に市町村教育委員会の理゛解を得て、全県
的視野から長期的展望に立って、計画的に選考、異動を実施する。

(5)定年退職者等の再任用職員については、豊かな経験を生かすとともに、調和
のとれた学校運営に資する“ため、全県的視野から適切な配置に努める。

2 退職

(1)退職については、職員の定年等に関する条例(昭和59年埼玉県条例第4
号)の定めるところによる。

(2)教職員の年齢構成不均衡を解消するため、勧奨退職制度の活用を図る。

3 転任・転補

(1)教轍員の特性、能力、勤務実績及び職務経験並びに各学校の教職員構成及び
地域社会との関係を考慮して、適材を適時に適所に配置する。

(2)学校間の教職員の性別、年齢、教科等の構成の均衡を考慮し、教職員組織の
充実を図るために異動を行う。

(3).魅力ある学校づくりの推進を目指し、各学校における教職員組織の充実を図
るため、適材を適時に適所に配置する。

(4)教職員の視野を広め職務経験を豊かにするとともに、学校の活力を高めるた

め、新規採用後早期に複数校を経験するよう、積極的に異動を行う。

(5)学校の気風の停滞を防ぐとともに、職務経験を豊かにするため、同一校勤続
年数の長い者については、積極的に異動を行う。

(6)配当定員に対して過員を生ずる揚合は、その調整のための異動を優先するな

ど、児童、生徒の減少に伴う人事を重点的に行う。
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(7)教職員の視野を拡大し、教職員組織を活性化するため、小学校、中学校、高
等学校、特別支援学校等との間の人事の交流に努める。

(8)校長、副校長、教頭、事務長及び主幹教諭については、学校の活性化を図る
ため、勤務の実績及び能力等を考慮し、広域的な異動を行う。

4 採用等

(1)教職員の採用は、採用候補者名簿に登載された者の中から行う。
(2)校長、副校長、教頭、事務長及び主幹教諭は、有資格者の中から、全県的視

野の下に真にその職に適する者を任用する。

なお、若手管理職の登用に努める。

(3)定年退職者等の再任用については、職員の再任用に関する条例(平成13年
埼玉県条例第6号)の定めるところによる。

5 さいたま市との人事交流

さいたま市立小学校・・中学校・高等学校・特別支援学校との人事交流について
は、さいたま市教育委員会との協議の上行う。
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平成27年9月1日
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各市町村教育委員会教育長

各市町村立小・中・待別支援学校長と様

埼玉県教育委員会教育長

(公印省略)

平成28年度当初市町村立小・中学校等教職員人事異動方針細部事項
について(通知)

このことについて、別紙のとおり決定したので、通知します。

なお、実施に当たっては、「平成28年度当初教職員人事異動の方針について」を踏まえ

各関係機関との淳携を密にし、協力して適正な人事を行い、所期の目的が達成,されるよ.う
格段の御尽力をお願いします。

また、貴管下教職員にも、趣旨を周知徹底するよう御配意願います。
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平成28年度当初市町村立小・中学校等教職員人事異動方針細部事項

平成28年度当初市町村立小・中学校等教職員人事異動は、 「平成28年度当初教職員

人事異動の方針」に基づき、次に掲げる各項目に従い実施する。

1 退職について

(1)定年は60歳とし、定年退職日は、定年に達した日以後における最初の3月31日
とする。

(2)平成28年3月31目現在、満45歳以上定年年齢未満で、勤続20年以上の者が

退職する場合は、職員の退職手当に関する条例(昭和38年埼玉県条例第18号)の

勧奨条項を適用する。

なお、学校職員勧奨退職取扱要綱第2の「教育長が定める期日」は、平成27年
12月8日とする。

2 転任!転補につ,いて

(1)転任・転補については、教職員の意向を把握し、人事異動の方針及び細部事項に基

づいて行う。

(2)教職員の視野を広げ、職務経験を豊かにするため、市町村間の異動を積極的に行う

とともに、校種聞の人事交流に努める。
(a3)次の教員(教頭及び主幹教諭を除く。.)、事務職員、学校栄養職員については、原
則として異動を行わない。

ア 同一校在職3年未満の者

イ 産休・育休等を取得中及び妊娠中の者
ウ 休職中の者

(4)経験豊かな教員(教頭及び主幹教諭を除く。)の異動については、各学校の教職員

構成及び学校運営の適正化を図るため、計画的に推進する≦
特に、教頭候補者名簿登載者の異動を積極的に行う。

(5)事務職員については、職務経験等を考慮した計画的、積極的な異動を行う。

特に、事務主幹については、同一校に複数配置をすることのないよう異動を行う。

(6)学校栄養職員については、配当定数並びに給食施設の設置、廃止及び改修に関する
計画に留意しながら、単独実施校相互あるいは共同調理揚相互の異動に限ることなく、
単独実施校と共同調理揚との間での異動を積極的に推進する。

(7)へき地及びこれに準ずる地域の学校における教職員組織の充実を図るため、それ以

外の地域の学校との交流に努める。

(8)近年新設及び統合した学校については、将来一時的に異動が集中しないよう、長期.
的展望をもって計画的な人事異動を行う。

(9)新設校あるいは通学区域に変更等のある学校については、管理顧を含めて教職員組
織の充実を図る。

(10)新採用の教員、事務職員及び学校栄養職員については、多様な経験を積ませ、資質
の向上を図るため、採用後5年以内に異動を行う。その際、原則として市町村間の異

動を行う。

(11)学校の気風の停滞を防ぐとともに、職務経験を豊かにするため、教員、事務職員及
び学校栄養職員゛は、同一校在職10年以内に異動を行う。

特に、7年以上の者については、積極的に異動を行う。
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(l2)過員を調整するための異動については、優先して行う。
特に、市町村間・教育事務所間、校種間の異動も含め、重点的に行う。
また、小・中学校間の異動については、資格及び特性等を考慮して行う。

(13)管理職の異動については、学校の効率的運営と適正な管理が行われるよう、年齢・
経験年数・特性等を考慮して行う。

まだ、原則として、校長・教頭の同時異動は行わない。
(14)地域差・学校差の是正及び免許外教科担任の削減を図るため、校種及び学校規模等

を配慮し、市町村問・教育事務所間の異動を行う。
(15)魅力ある学校づくりを推進するために、市町村間の異動に努める。
(l6)小中学校9年間を一貫した教育の推進を図るために、小・中学校間の異動に努める。

3 採用等について

(1)教員・事務職員の新規採用については、採用候補者名簿に登載された者の中から、
全県的視野に立って行う。

(2)主幹教諭への登用は、教頭候補者名簿に登載された者の中から行う。
そあ際、他の市町村礒★萎“ffl4.委舎丙731R4a'D教育事麺所舎内力越?あ登用を積感的に"

推進する。

(3)管理職への登用は、校長・教頭候補者名簿に登載された者の中から行う。
その際、.広域的視野から、他の市町村教育委員会管内及び他の教育事務所管内から

の登用を積極的に推進する。
なお、若手管理職の登用に努める。

(4)管理職の希望による降任については、 「校長、副校長及び教頭の希望による降任制
度実施要綱」に基づき行う。

(5)主幹教諭の希望による降任については、 「校長、副校長及び教頭の希望による降任
制度実施要綱」に準じて行う。

(6)定年退職者等の再任用職員については、職員の再任用に関する条例(平成13年埼
玉県条例第6号)によるものとし、従前ρ勤務実績に基づく選考により、採用する。

なお、採用にあたっては、当分の問、退職時における勤務校を所管する市町村教育
委員会の管内への配置を原則とする。ただし、これにより難い場合は、広域的な゛異動
により適切に配置を行う。

さいたま市との人事交流について

さいたま市立小学校・中学校・特別支援学校の教職員との人事交流については、埼玉
県教育委員会とさいたま市教育委員会が協議して行う。

5′長期的展望に立った人事異動計画の立案と実施について
(1)市町村教育委員会及び校長は、各学校の教職員構成の適正化に配慮し、長期的展望
に立った人事異動計画を立案する。

(2)麺育事務所長は、上記(1)の計画の具体化を進めるため、管内市町村教育委員会の
人事の実態や課題に基づき、市町村教育委員会の理解と協力を得て、広域的な異動を
推進する。

4
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戸田市就学支援委員会 委員の変更について

（１）委嘱の解除

戸田市立笹目中学校 教諭 佐藤 真弥

一身上の都合による

委嘱の解除日：平成２７年１１月２０日

（２）補欠委員（委嘱）

戸田市立笹目中学校 教諭 齊藤 智恵子

委嘱期間：平成２７年１１月２１日から

平成２８年 ３月３１日まで

（参考）

・特別支援学級担任

・特別支援学校経験６年（春日部特別支援学校）

・所持免許：中学校２種（音楽）、

特別支援学校単位取得

1
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No. 役 職 所 属 職 名 氏 名 ふ り が な 条 例 の 選 出 区 分

1 委 員 和光特別支援学校 教 諭 蓜 島 永 恵 はいしま ひさえ 第３条２項（１）学識経験者

2 〃 和光南特別支援学校 教 諭 大 石 正 美 おおいし まさみ 第３条２項（１）学識経験者

3 〃 あ す な ろ 学 園 施 設 長 島 﨑 利 行 しまざき としゆき 第３条２項（１）学識経験者

4 〃 市 民 医 療 セ ン タ ー 診療室長 久 保 田 千 鶴 く ぼ た ち づ る 第３条２項（２）医師

5 〃 笹 目 中 学 校 校 長 樋 口 哲 男 ひ ぐ ち て つ お
第３条２項（３）戸田市立小・中
学校校長及び教員

6 〃 笹 目 東 小 学 校 校 長 髙 橋 博 美 たかはし ひろみ 〃

7 〃 戸 田 第 一 小 学 校 教 諭 野 﨑 隆 の ざ き た か し 〃

8 〃 戸 田 第 二 小 学 校 〃 町 田 貴 子 ま ち だ た か こ 〃

9 〃 新 曽 小 学 校 〃 飯 田 厚 美 い い だ あ つ み 〃

10 〃 美 谷 本 小 学 校 〃 鈴 木 薫 す ず き か お る 〃

11 〃 笹 目 小 学 校 〃 仲 尾 次 明 美 なかおじ あけみ 〃

12 〃 戸 田 東 小 学 校 〃 北 田 真 由 美 き た だ ま ゆ み 〃

13 〃 戸 田 南 小 学 校 〃 松 澤 実 代 子 まつざわ みよこ 〃

14 〃 喜 沢 小 学 校 〃 多 田 藍 た だ あ い 〃

15 〃 笹 目 東 小 学 校 〃 鍋 嶋 忠 大 なべしま ただひろ 〃

16 〃 新 曽 北 小 学 校 〃 出 口 志 序 で ぐ ち し の ぶ 〃

17 〃 美 女 木 小 学 校 〃 川 瀬 彩 子 か わ せ あ や こ 〃

18 〃 芦 原 小 学 校 〃 土 橋 早 苗 ど ば し さ な え 〃

19 〃 戸 田 中 学 校 〃 大 久 保 恵 子 おおくぼ けいこ 〃

20 〃 戸 田 東 中 学 校 〃 庄 司 亜 里 紗 し ょ う じ あ り さ 〃

21 〃 美 笹 中 学 校 〃 藤 村 葉 子 ふ じ む ら よ う こ 〃

22 〃 喜 沢 中 学 校 〃 原 田 博 史 はらだ ひろふみ 〃

23 〃 新 曽 中 学 校 〃 城 由 美 子 し ろ ゆ み こ 〃

24 〃 笹 目 中 学 校 〃 佐 藤 真 弥 さ と う ま や 〃

25 〃
喜 沢 小 学 校

（発達・情緒通級担当）
〃 関 根 あ け み せ き ね あ け み 〃

26 〃
新 曽 小 学 校

（ことばの教室担当）
〃 冨 樫 富 士 子 と が し ふ じ こ 〃

27 〃 福 祉 保 健 セ ン タ ー 主 幹 渡 辺 純 子 わたなべ じゅんこ 第３条２項（４）市の職員

28 〃 保 育 幼 稚 園 課 〃 角 田 洋 子 か く た よ う こ 〃

29 〃 学 務 課 〃 梅 野 博 う め の ひ ろ し 〃

平成２７年度 戸田市就学支援委員会委員 名簿
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No. 役 員 学 校 名 職 名 氏 名 ふ り が な 条 例 の 選 出 区 分

1 調査専門員 戸 田 第 一 小 学 校 教 諭 野 﨑 隆 の ざ き た か し 第７条

2 〃 戸 田 第 二 小 学 校 〃 町 田 貴 子 ま ち だ た か こ 〃

3 〃 新 曽 小 学 校 〃 飯 田 厚 美 い い だ あ つ み 〃

4 〃 笹 目 小 学 校 〃 仲 尾 次 明 美 なかおじ あけみ 〃

5 〃 戸 田 南 小 学 校 〃 松 澤 実 代 子 まつざわ みよこ 〃

6 〃 笹 目 東 小 学 校 〃 鍋 嶋 忠 大 なべしま ただひろ 〃

7 〃 新 曽 北 小 学 校 〃 出 口 志 序 で ぐ ち し の ぶ 〃

8 〃 美 女 木 小 学 校 〃 川 瀬 彩 子 か わ せ あ や こ 〃

9 〃 戸 田 中 学 校 〃 大 久 保 恵 子 おおくぼ けいこ 〃

10 〃 美 笹 中 学 校 〃 藤 村 葉 子 ふ じ む ら よ う こ 〃

11 〃 喜 沢 中 学 校 〃 原 田 博 史 は ら だ ひ ろ し 〃

12 〃 笹 目 中 学 校 〃 佐 藤 真 弥 さ と う ま や 〃

13 〃
喜 沢 小 学 校

（発達・情緒通級担当）
〃 関 根 あ け み せ き ね あ け み 〃

14 〃
新 曽 小 学 校

（ことばの教室担当）
〃 冨 樫 富 士 子 と が し ふ じ こ 〃

指導課教育センター 副 主 幹 佐 藤 直 子 さ と う な お こ 第８条

指導課教育センター 副 主 幹 杉 森 雅 之 すぎもり まさゆき 〃

平成２７年度 戸田市就学支援委員会調査専門員 名簿

事務局

事務局
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戸田市就学支援委員会条例

（設置）

第１条 障害のある児童、生徒及び就学予定の幼児（以下「障害児」という。）

に対し、就学に係る適切な教育的支援を行うため、戸田市就学支援委員会（以

下「委員会」という。）を置く。

（所掌事務）

第２条 委員会は、戸田市教育委員会（以下「教育委員会」という。）の諮問に

応じ、次に掲げる事項を審議する。

(1) 障害児の障害の種類及び程度の判断に関すること。

(2) 障害児の就学に係る教育的支援に関すること。

(3) その他障害児の就学に係る必要な事項に関すること。

（組織）

第３条 委員会は、委員３１人以内をもって組織する。

２ 委員は、次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱又は任命する。

(1) 学識経験者 ４人以内

(2) 医師 ２人以内

(3) 戸田市立小・中学校校長及び教員 ２２人以内

(4) 市の職員 ３人以内

（委員の任期）

第４条 委員の任期は、１年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の

残任期間とする。

２ 委員は、再任されることができる。

（委員長及び副委員長）

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき又は委員長が欠け

たときは、その職務を代理する。

（会議）

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、委員長が招集し、その議長

となる。

２ 会議は、委員の半数以上の出席がなければ開くことができない。

３ 会議の議事は、出席委員の過半数でこれを決し、可否同数のときは、議長
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が決するものとする。

４ 委員長が特に必要と認めるときは、関係者の出席又は資料の提出を求める

ことができる。

５ 会議は、非公開とする。

（専門部会）

第７条 委員会に、専門の事項を調査させるため、専門部会を置くことができ

る。

（庶務）

第８条 委員会の庶務は、教育委員会事務局指導課において処理する。

（委任）

第９条 この条例に定めるもののほか必要な事項は、教育委員会が定める。

附 則

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。
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資料 ＮＯ．１

教育委員提案について

平成２７年第９回教育委員会(定例会)

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ２ ４ 日 ( 木 )

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室



１ 教育委員提案について

ページ

① 第３次戸田市教育振興計画策定の進捗状況について･････････････････････････････････････１

（教育総務課）



教育委員提案①

調和

第３次戸田市教育振興計画策定の進捗状況について

計画の基本理念

計画の基本目標

１ やり抜く力を育む教育を推進する

～確かな学力と生徒指導の充実を図る～

２ よりよい教育環境を整備する

～官学民及び家庭・地域と連携し、知のリソースの活用を図る～

目指す児童生徒「とだっ子」像

基礎、基本を身につける 自ら課題を見つけて学び、考える

主体的に判断、行動する よりよく問題を解決する

自らを律しつつ、他人とともに協調する たくましく生きるための健康や体力を育む

他人を思いやり、感動する心を育む

生き生きと 共に育む 教育のまち 戸田

希望を持ち、思いやり、未来を拓くため
最後までやり抜く児童生徒

確かな学力

（知）

豊かな心

（徳）

健やかな体

（体）
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戸田市の教育をめぐる課題と対応の方向性

戸田市の教育等を取り巻く現状についての各種データ、アンケート、ヒアリング結果等を

もとに、戸田市の教育をめぐる主な課題と課題解決に向けた方向性を整理しました。

社会情勢 市の動向・統計・第２期計画の検証 アンケート調査・団体等ヒアリング調査

①
確
か
な
学
力
の
育
成
に
向
け
て

※【国】は【国
の第２期教育
振興基本計画】

【国】
●「知識基盤社
会」の、本格的
到来
●学習意欲は
一部改善する
が、算数・数学、
理科の関心が
低い
●保護者の経
済力など家庭
環境に起因す
る問題なども
あり、生活保護
等の福祉行政
などとの連携
も求められる

※【施策評価】は【市で平成 26
年度に実施した施策評価シート】

【施策評価】
●「授業がわかり、興味・関心や
意欲をもって取り組んでいる児童
生徒の割合」に関する調査では、
小・中学校ともに、前年同様程度
の数値となっており、一層の充実
を図る必要がある。
●小・中学校とも学年が上がるご
とに各指標が低下する傾向にあ
り、各学校における授業の工夫が
必要である。
●国・県の調査から、個に応じた
指導と基礎学力定着及び授業規律
の徹底を図る必要がある。
●学習指導要領実施への対応につ
いては、量的な面（授業時数）は
達成されている。今後、質的な面
において、その趣旨を一層反映さ
せる必要がある。

※【アンケート】は【本計画策定にあたって実施
した①小・中学生、②教職員、③市民を対象に、
平成 26 年８～９月実施のアンケート調査結果】

※【団体等ヒアリング 課題キーワード】は【本
計画策定にあたって実施した①幼稚園・保育園・
小学校・中学校、②特別支援教育、③相談関係、
④地域活動の４分野の団体等を対象に、平成 26
年 12 月に実施したヒアリング調査結果から整
理した課題のキーワード】

【アンケート】
●学校が「楽しい」の割合が前回比較で減少
（57.6%→47.7%）。
●今の学校生活などでの悩みや困ったことでは、
小学生、中学生で「成績がなかなか上がらない」
「勉強がよくわからない」が上位。
●担任・担当している学級の子供について、困っ
たことや問題と感じることは、「勉強がよくわか
らない子が多い」が上位（38.4％）。

②
豊
か
な
心
の
育
成
に
向
け
て

【国】
●地域の中で
の孤立化
●規範意識や
社会性の育成
に課題

※【施政方針】は【平成 27 年度
の施政方針】

【施政方針】
●近年、青少年の体験学習の機会
が減少しており、その「機会」の
提供が求められている。
●いじめは絶対に許さないという
強い姿勢のもと、学校、家庭、地
域、関係機関との連携を強化する。

●「戸田市いじめ防止基本方針」
策定（H26.5）

【アンケート】
●今の学校生活などでの悩みや困ったことでは、
小学生、中学生で「自分に自信がない」「将来進
みたい方向がわからない」が上位。
●今の学校生活などでの悩みや困ったことでは、
「友だちにいじめられる」が小学生で 4.9％、中
学生で 1.5％。
●今の学校生活などでの悩みや困ったことでは、
「特に悩みや困ったことはない」が小学生で
29.9％、中学生で 12.6％へと低下。
●担任・担当している学級の子供について、困っ
たことや問題と感じることは「物事に対し、無気
力である」が上位（33.4％）。
●社会生活に役立つ力をつけるために必要な取
組では、教職員、市民とも「集団活動の中で社会
性を育む」が最上位。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●社会性・コミュニケーション力の不足
●いじめ、不登校、非行の問題
●スマートフォン等の適正利用
●自己肯定感の欠如

③
健
や
か
な
体
の
育
成
に

向
け
て

【国】
●運動をする
子としない子
の二極化傾向
●現代的健康
課 題 の 多 様
化・深刻化

※【提言書】は【戸田市第４次総
合振興計画後期基本計画協働会議
提言書（H27.３）】

【提言書】
●自然環境を生かした「わんぱく
教育」の推進

【施政方針】
●学校給食については引き続き放
射性物質の測定と食材アレルギー
への対応策を継続し、安心・安全
でおいしい給食の提供に努める。

【アンケート】
●健康や体力の問題では、小・中学生で「寝不足
である」「疲れがたまっている」「持久力がない」
が上位。
●健康や体力の問題では、市民で「運動不足であ
る」が５割強。
●今の学校生活などでの悩みや困ったことでは、
小・中学生で「運動が苦手である」が上位。
●担任・担当している学級の子供について、困っ
たことや問題と感じることは、「朝、食事をして
こない子がいる」が 25.8％。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●運動等・活動の場の確保

④
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
に

向
け
て

【国】
●グローバル
化の進展
●「知識基盤社
会」の本格的到
来（再掲）

【施政方針】
●着実に成果を上げている英語教
育については、引き続き ALT の全
校配置を行い、更なる充実を図る。

【アンケート】
●戸田市の教育について「良い」とするものは、
教職員で「小学校の英語活動」「情報教育」が
上位。
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主な課題まとめ 課題解決に向けた方向性 新体系

●学習意欲の
向上

・楽しく理解しやすい授業の実施に向けた指導力の
向上

・基礎的・基本的な知識・技能の定着と活用に向けた
取組の充実

・２１世紀型能力※の育成を目指した授業改善
（アクティブ・ラーニング※の実施、協調学習の推進）
・苦手教科の克服に向けたきめ細かい指導の充実
・ICT 教育の充実
・学力テストの積極的な活用
・キー・コンピテンシー※を育成する授業の革新
・最適なカリキュラム・デザイン※の構築
・放課後等を活用した学習支援の充実
・家庭と連携した主体的な学習態度の涵養
・家庭の教育力向上に向けた支援の充実
・家庭と連携した学習習慣の確立
・学習機会の確保 １

や
り
抜
く
力
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る

～
確
か
な
学
力
と
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
る
～

①
確
か
な
学
力
の
育
成

●楽しく、わかり、
のばす授業の充実
（確かな学力の育
成）

●学習意欲の向上
と学習習慣の確立

●学習機会の確保
と学習支援●学力の維持・

向上

●生活習慣の
乱れ ・家庭・地域と連携した適切な生活習慣の確立【再掲】

②
豊
か
な
心
の
育
成

●情操を豊かにす
る教育の充実

●道徳的実践力や
規範意識・社会性の
育成

● 生 徒 指 導 と 相
談・支援体制の充実

●人を思いやる
気持ちの涵養
●規範意識の
向上
●生活体験・社
会体験の不足
●コミュニケー
ション力の不足
●いじめ・不登
校・非行

・生命や人権を尊重する態度の育成
・他者を思いやれる社会性・規範意識の涵養
・戸田市いじめ防止基本方針による生徒指導体制の

強化
・戸田市生徒指導アクションプランの実践に基づいた

指導体制の充実
・自己肯定感の涵養
・相談体制の充実
・ボランティア活動等、様々な体験学習機会の充実
・家庭・地域と連携した多様な世代との交流・体験機

会の充実
●スマートフォ
ン等の利用にと
もなう問題への
対応

・スマートフォン等の適切な利用に関する指導の充実

●不安・悩みへ
の対応

・不安や悩みを抱える児童生徒・保護者に対する相談
支援体制の充実

・相談に適切に対応できる教職員の技能向上に向けた
取組の充実

●適切な生活習
慣の定着

●体力の維持・
向上

●運動習慣の
定着

・家庭と連携した健康な食生活・運動習慣の確立
・各学校の特色を生かした体育活動の推進
・地域の特色を生かした運動機会の充実
・自然環境を生かした「わんぱく教育」の推進

③
健
や
か
な
体
の
育
成

●健康・保健教育の
推進

●健康づくり・体力
向上の推進

●自分で解決す
る力の不足

・自ら問題を見つけ、解決する能力の育成
・将来の仕事や生活に応用できる知識・技能の定着
・持続可能な開発のための教育（ESD）の推進
・21 世紀型能力※の育成を目指した授業改善（アク

ティブ・ラーニングの実施、協調学習の推進）【再掲】

④
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成

●能動的に課題を
見つけ対応する力
の育成

●国際社会で活か
せるコミュニケー
ション力の育成

●コミュニケー
ション力の不足

・国語教育の充実
・外国語教育の充実
・情報教育の充実
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社会情勢 市の動向・統計・第２期計画の検証 アンケート調査・団体等ヒアリング調査

⑤
新
し
い
学

び
の
創
造
に

向
け
て

【国】
●地域の実情
に応じて、学校
内外の様々な
知恵・資源を取
り入れていく
ことが必要。

【施政方針】
●デジタル教科書やパソコンなど
により、ドリル学習ができる学習
支援システムなどのデジタル教材
を効果的に活用し、楽しくわかる
授業を充実する。

⑥
教
員
の
資
質
向
上
・
支
援
に
向
け
て

【国】
●引き続きき
め細かで質の
高い教育に対
応するための
教職員等の指
導体制の整備
について検討
が必要。
●学校等の在
り方も、児童生
徒の教育の場
であるのと同
時に、多様な人
が集まり協働
し創造する学
びの拠点とし
て深化させて
いくことが期
待される。
●ICT 等を活
用 し た 効 果
的・効率的なネ
ットワーク形
成や校務の改
善を図ること
が必要。

【アンケート】
●健康や体力の問題では、教職員で「疲れがたま
っている」が最上位（53.9％）。
●最近、悩んだり困ったりしたことがあるかで
は、教職員で「いつも／ときどきある」が約７割。
内容は「学級経営・学習指導のこと」が５割強、
「生徒指導のこと」が約４割。
●担任・担当している学級の子供について、困っ
たことや問題と感じることは、「落ち着いて授業
を受けられない子がいる」が最上位（55.2％）。
●今後、希望する研修では「わかる授業、興味を
もたせる授業のための研修」、「子供の悩みを理解
するためのカウンセリング研修」が上位。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●教員の資質向上
●教員を支える仕組み
●子供と向き合う時間の確保

⑦
学
校
施
設
・
設
備
の
充
実
に

向
け
て

【国】
●震災の教訓
として、全ての
子供・若者が耐
震化等の施さ
れた安全な学
校施設で安心
して必要な力
を身に付けて
いける環境整
備の重要性。

【施政方針】
●老朽化した学校施設の大規模改
修を計画的に進める。
●非構造部材の耐震化は、緊急性
が高いことから着実に実施する。

【アンケート】
●戸田市の教育について、「良い」とするものは、
教職員で「教育環境」「学校施設・設備」が上位。

⑧
特
別
支
援
教
育
の
充
実

に
向
け
て

【国】
●インクルー
シブ教育シス
テムの構築に
向けた取組の
推進

【施政方針】
●特別な支援を必要とする児童生
徒への対応については、小学校に
特別支援学級を増設し、特別支援
教育の充実を図る。
●平成 26 年 11 月に青山学院大
学と締結した包括連携協定に基づ
き、教育関連事業を実施する。

【アンケート】
●戸田市らしい教育の推進に向けた取組では、教
職員で「特別支援教育の充実」が上位（34.5）。
●戸田市らしい教育の推進に向けた取組では、市
民で「高齢者や障がい者の福祉施設などと連携し
た体験学習」が最上位（53.3％）。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●特別支援教育
●発達障がい
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主な課題まとめ 課題解決に向けた方向性 新体系

●効果的な学習
に向けた支援

・民間の教育力の活用
・学習支援器材の充実

２

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る

～
官
学
民
及
び
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
知
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
を
図
る
～

①
新
し
い

学
び
の
創
造

●民間の教育力の
活用

●学習支援器材の
充実

●教員の資質
向上

・指導力の向上に向けた取組の充実
・児童生徒や保護者との相談・コミュニケーション力

の向上に向けた取組の充実
・情報化・国際化に必要なスキルを身に付けるような

資質向上の取組の充実
・データベースやいわゆる教員育成指標に基づいた教

職員人事の充実
・Teach For Japan との連携による優れた教職員の

確保 ②
教
員
の
資
質
向
上
・
支
援

●教員の指導力の
向上

●教員が児童生徒
と向き合える体制
づくり

●保護者・地域から
の信頼の醸成

●教員の多忙化
・校内業務の効率化及び ICT の活用により教員の負担

軽減を図る

●保護者・地域
からの信頼の
醸成

・地域人材の学校活動への参画推進
・学校評価の充実
・学校活動の情報発信の推進
・地域行事・活動への教職員の参加
・学校の地域開放の積極化

●問題や悩みを
かかえる教員へ
の支援

・教員の健康管理の充実
・教員の相談支援体制の充実

●安全・安心な
環境の確保

・附属設備を含む耐震化の推進・老朽化への対応
・バリアフリー化の推進
・学校施設内の防犯対策の充実
・地域・多様な年代間が連携した防災訓練の実施

③
学
校
施
設
・
設
備
の
充
実

●安全・安心な教育
環境の確保

●ICT 環境の充実

●ICT 環境の
充実

・ICT 環境の充実

●特別支援教育
の充実

・早期支援の実現に向けた相談・支援体制の充実
・支援を行う人材の育成・確保
・先進的な取組の全校への普及・拡大

④
特
別
支
援
教
育
の
充
実

●特別支援教育の
充実

●相談・支援体制の
強化

●発達障がいを
抱える児童生徒
への対応の充実

●共に学ぶ環境
づくり

・ノーマライゼーションの理念に基づく、共に学ぶ体
制の整備
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社会情勢 市の動向・統計・第２期計画の検証 アンケート調査・団体等ヒアリング調査

⑨
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上
に
向
け
て

【国】
●家庭教育や
地域での教育
が困難となっ
ている。
●学校外での
学習時間（宿
題 を す る 時
間）は小・中
学校ともに、
国際平均より
低い。
●家庭教育支
援も含めた幼
児教育の質的
向上が課題。

【施政方針】
●放課後の学習機会である、とだ
っ子学習クラブの充実や家庭にお
いても活用できる ICT 学習教材の
活用により、家庭教育の支援を図
る。
●子育て支援者を養成し、市民と
の協働による子育て活動の推進を
図る。
●子育て支援講座、相談業務を実
施し、子育て不安の解消及び児童
虐待防止に努める。

【アンケート】
●子供を取り巻く環境変化について、教職員では
〔地域の大人たちの子供へのかかわり〕〔子供同
士の遊び〕〔保護者の子供へのかかわり〕〔子供の
生活技術・能力〕で「悪くなった」が６割強。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●家庭の教育力向上
●地域でのボランティア活動の活性化

⑩
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
強
化
に
向
け
て

【国】
●地域社会等
のつながりや
支え合いによ
るセーフティ
ネット機能の
低下
●人々の孤立
化、文化・規範
の次世代への
継承の困難

【施政方針】
●児童・生徒の通学路の安全確保
について、地域、警察、関係部署
と連携を密にするとともに、交通
指導員の配置を増やすなど登下校
時における安全対策を推進する。
●青少年の健全育成については、
青少年団体の活動支援や非行防止
の取組を推進するとともに、放課
後子ども教室や青少年の居場所の
充実に努める。

【アンケート】
●担任・担当している学級の子供について、困っ
たことや問題と感じることは、「生活体験や社会
体験が不足している」が約４割、「家族のことで
悩んでいる子がいる」が約３割。
●小・中学校を地域の子供の放課後の遊び場や居
場所、スポーツや文化クラブ活動などの場として
活用を図ることについては、教職員、市民とも「放
課後の安全な子供の遊び場・居場所として、学校
をもっと活用すべきである」が最上位。（約５割）。
●戸田市らしい教育の推進に向けた取組では、教
職員、市民とも「彩湖・道満グリーンパークを活
かした自然体験学習」が上位。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●居場所づくり
●家庭・学校・地域の連携
●保護者・学校の連携・信頼醸成
●放課後等の活用
●安全の確保

⑪
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
向
け
て

【国】
●グローバル
化の進展、社会
の変化、多様化
を踏まえ、生涯
を通じて一人
一人の潜在能
力を最大限伸
ばしていくこ
とが必要。

【施政方針】
●市民大学では大学との連携を一
層深め、市民に多彩な学びの場を
提供する。
●地域や施設の特性を生かした魅
力ある公民館事業を実施する。
●図書館は、本館、分室の蔵書を
充実する。また、国立国会図書館
デジタル化資料送信サービスを導
入する。
●芸術文化の振興では、市民自ら
活躍できる環境を整備し、芸術文
化活動の促進を図る。
●スポーツ推進については、スポ
ーツ推進計画に基づき、取組を推
進する。

【アンケート】
●戸田市らしい教育の推進に向けた取組では、市
民で「彩湖・道満グリーンパークを活かしたアウ
トドア活動」、「ボートコースや彩湖を活かしたボ
ートなどのスポーツ」が上位。

【団体等ヒアリング 課題キーワード】
●文化活動の振興

そ
の
他

●「地方教育行
政の組織及び
運営に関する
法律の一部を
改正する法律」
施行
（H27.4～）

●新しい教育委員会制度への移行
（H27.4～）
●地方教育行政における責任の明
確化
●迅速な危機管理体制の構築
●地方公共団体の長と教育委員会
との連携強化

●「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の
一部を改正する法律」施行（H27.4～）
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主な課題まとめ 課題解決に向けた方向性 新体系

●幼児期からの
学びの充実

・幼稚園・保育園を通じた幼児期の教育の充実
・家庭の教育力向上に向けた支援の充実【再掲】
・図書館等と連携した読書活動の充実

２

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る

～
官
学
民
及
び
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
知
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
を
図
る
～

⑤
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上

●就学前教育へ
の支援

●家庭教育への
支援

●市民同士の交
流・学習機会の
充実

●生活習慣の
乱れ

・適切な生活習慣の確立に向けた情報発信・学習講座
等の充実

●相談体制の
充実

・相談支援体制の充実

●放課後等の
活用

・放課後等を活用した児童生徒の学習支援
・放課後等を活用した運動機会の提供
・放課後等を活用した保護者の学習機会の提供

●ニーズに合っ
た学習機会の
確保

・いつでもニーズに合った学びを実践できる生涯学習
メニューの充実

●子ども会の活
性化

・子ども会を核とした子供同士・大人同士・地域内の
つながりや諸活動の拡大支援

・PTA 活動等、教育に関わる活動を行う団体等の活動
に向けた場の提供

・学校、PTA、地域の連携強化
⑥
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携

● 教 育 関 連 組
織・団体活動への
支援

●子供の安全な
居場所づくり

●青少年の健全
育成

●戸田市らしい
教育の推進

●PTA 活動等
への支援

●青少年の居場
所の確保

・学校施設の開放の拡大
・既存施設の積極的な活用

●犯罪・不審者
への対応

・多様な地域主体と連携した登下校時の見守りの充実
・不審者情報の円滑な発信

●戸田市らしい
教育の推進

・地域人材と連携した学習の推進
・彩湖・道満グリーンパーク等を活用した自然体験学

習の推進
・市内事業所等と連携した体験学習の推進
・高齢者や障がい者の福祉施設等と連携した交流・体

験学習の推進

●文化活動の
振興

・生涯学習活動への図書館・郷土博物館等の積極的な
活用

・芸術文化活動団体間の交流支援

⑦
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興

●生涯学習活動
の振興

●生涯スポーツ
活動の振興

●スポーツ活動
の振興

・戸田市の自然等を活かしたスポーツイベントの充実
・スポーツ指導者の育成

★推進体制に関
する記載に反映
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施策の体系

本計画の基本理念、基本目標、目指す児童生徒像を踏まえ、次の体系のとおり施策を展開

します。

基本

目標
施策の方向 施策

１

や
り
抜
く
力
を
育
む
教
育
を
推
進
す
る

～
確
か
な
学
力
と
生
徒
指
導
の
充
実
を
図
る
～

１ 確かな学力の育成

１楽しく、わかり、のばす授業の充実

２学習意欲の向上と学習習慣の確立

３学習機会の確保と学習支援

２ 豊かな心の育成

４情操を豊かにする教育の充実

５道徳的実践力や規範意識・社会性の育成

６生徒指導と相談・支援体制の充実

３ 健やかな体の育成
７健康・保健教育の推進

８健康づくり・体力向上の推進

４ 国際社会で活躍できる人材の

育成

９能動的に課題を見つけ対応する力の育成

10 国際社会で活かせるコミュニケーション力の育成

２

よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る

～
官
学
民
及
び
家
庭
・
地
域
と
連
携
し
、
知
の
リ
ソ
ー
ス
の
活
用
を
図
る
～

５ 新しい学びの創造
11 民間の教育力の活用

12 学習支援器材の充実

６ 教員の資質向上・支援

13 教員の指導力の向上

14 教員が児童生徒と向き合える体制づくり

15 保護者・地域からの信頼の醸成

７ 学校施設・設備の充実
16 安全・安心な教育環境の確保

17 ICT 環境の充実

８ 特別支援教育の充実
18 特別支援教育の充実

19 相談・支援体制の強化

９ 家庭・地域の教育力向上

20 就学前教育への支援

21 家庭教育への支援

22 保護者同士の交流・学習機会の充実

10 家庭・学校・地域の連携

23 教育関連組織・団体活動への支援

24 子供の安全な居場所づくり

25 青少年の健全育成

26 戸田市らしい教育の推進

11 生涯学習・生涯スポーツの振興
27 生涯学習活動の振興

28 生涯スポーツ活動の振興
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主な取組

・学力向上に向けた各種取組 ・指導力の向上に向けた取組 ・アクティブ・ラーニングの実施 ・協調学習の推進

・家庭での学習への情報提供や支援

・放課後等を活用した学習支援 ・就学援助（生活困窮者に対する支援含む）

・情操を育む自然体験・交流活動（自分や他者をいたわる気持ちの涵養 等）

・道徳の授業の充実 ・ボランティア活動・社会体験活動の充実

・生徒指導の充実 ・児童生徒・保護者への相談・支援体制の充実

・学校保健の充実 ・食育の推進

・体力向上の推進 ・部活動の充実

・アクティブ・ラーニングの実施（再掲） ・協調学習の推進 ・将来の仕事や生活に応用できる知識・技能の定

着（ICT 教育等） ・ESD の推進

・国語教育の充実 ・外国語教育の充実 ・情報教育の充実

・学習塾等と連携した教育支援

・ICT 機器等の積極活用

・教科指導力の向上に向けた取組 ・保護者・地域とのコミュニケーション力強化に向けた取組

・多忙への対応 ・問題や悩みへの対応含む ・教員の健康管理・相談支援

・学校応援団の充実 ・学校評価の推進 ・学校開放の推進

・教育施設・設備の充実

・ICT 環境の充実

・共に学ぶ環境づくり

・早期発見・療育支援、保護者への支援

・保育園、私立幼稚園への支援 ・保育園、幼稚園での学習活動の充実 ・学びへの興味の醸成

・適切な生活習慣確立に向けた支援 ・家庭への情報提供・相談支援の充実

・保護者同士の交流・学習機会の充実 ・保護者のニーズに合った交流・学習環境の充実

・子ども会活動への支援 ・PTA 活動等への支援

・学童保育の充実 ・放課後・土曜日の学校施設の開放 ・既存施設の積極的な活用

・家庭・学校・地域と連携した青少年の健全育成

・地域の人材・団体・施設等と連携した学習の推進 ・自然環境を活かした体験学習の推進

・市の多様な生涯学習関連施設を活用した学習の推進 ・生涯学習団体への支援

・自然環境を活かした生涯スポーツの推進 ・スポーツ指導者の育成 ・生涯スポーツ団体への支援

-9-



戸田教育のキャッチフレーズ

計画の基本理念「生き生きと 共に育む 教育のまち 戸田」を踏まえ、戸田市の教育が

目指す方向性を常に確認できるようなキャッチフレーズを次のとおり定めます。

キャッチフレーズ候補

新たな教育を創るまち 戸田

知の結集 未来にはばたく 戸田の教育

とだっ子 やり抜く 未来っ子

とだっ子の 学力 UP 日本一

-10-



資料 ＮＯ．２

報告事項

平成２７年第９回教育委員会(定例会)

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ２ ４ 日 ( 木 )

戸 田 市 役 所 ３ 階 教 育 委 員 室



１ 報告事項

ページ

① 平成２７年第４回戸田市議会定例会（９月）教育関連一般質問 件名・概要について･･･････１

② 教育委員会会議の運営上の工夫について･････････････････････････････････････････････別紙

（教育総務課）

③ 第２次戸田市教育振興計画実施計画の実績・今後の展望等について･･････････････････････別紙

（教育総務課）

④ 平成２７年度第２回奨学資金貸付内訳（新規分）について･･････････････････････････当日配付

（教育総務課）

⑤ 中学校学校選択制における通学区域外受入予定定員数について･･･････････････････････････２

（学務課）

⑥ 平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果について･･･････････････････････････････････３

（指導課）

⑦ 平成２７年度戸田市教育委員会等研究委嘱校の研究発表会について･･･････････････････････５

（指導課）

⑧ 子育て講演会の開催について･････････････････････････････････････････････････････････６

（生涯学習課）

⑨ 第３１回特別展の開催について･･･････････････････････････････････････････････････････７

（図書館・郷土博物館）

⑩ その他



報告事項①

平成２７年第４回戸田市議会定例会（９月）教育関連一般質問 件名・概要について

真木大輔議員（戸田の会）

３ 学校給食費の未納対策について

(1) 学校給食費の未納状況と未納対策について。

(2) 学校給食費の未納者に対する「児童手当からの天引き」の実施状況について。

(3) 未納を防ぐために、今後、学校給食費の納入方法を「児童手当からの天引き」に統

一してはどうか。

本田哲議員（日本共産党）

３ １８歳選挙権について

(1) 選挙権年齢が１８歳以上に引き下げられ、来年夏の参院選から適用される。そこで、

以下の２点について伺う。

①来年夏の参院選では、約２４０万人が新たな有権者となると報道されているが、戸

田市内における１８歳以上の新たな有権者は何人になるのか。

②１８歳以上の新たな有権者に対し、選挙権を行使してもらうために市として新た

な取り組みは考えているのか。

手塚静枝議員（公明党）

１ 投票率向上の取り組みについて

(1) 選挙権を１８歳に引き下げる改正公職選挙法が公布され、来年夏の参院選から実施

する見通しである。若者を初めとする有権者の投票率が低下傾向にある中、有権者

が投票しやすい環境を一層整備し、投票率の向上を図っていくことは喫緊の課題で

ある。そこで伺う。

①初めて選挙を経験する若者への主権者教育についての取り組みは。

②若者への投票率向上となる施策は。

③政府は、国政・地方の各種選挙の投票率向上を図るため、公職選挙法の改正や投票

所の選択も検討を進めているが、本市はどのように捉え、検討を進めているのか。

金野桃子議員（戸田の会）

２ 子供をめぐる課題について

(2) 埼玉県青少年健全育成条例について。

1



&*

).

'%+

'+,

')%

'.-

'(&

&+*

')-

% *% &%% &*% '%% '*% (%% (*%

*%

(% *%

&% (%

* &%

( *

&$* (

- &$*

* -

*

17957
テキストボックス
報告事項②

17957
テキストボックス
（別紙）





^CPKWL7./-_

& &&

%$%"

&' &,

&($)"

&- '.

),$-"

(%

(-$-"

'.$.

& &&

&&$."

&' &,

++$+"

&- '.

&.$&"

(%

'$)"

&*$+

&&$."

+$,"

%$%"

%$%"

&$&"

)$'"

.$,"

&+$."

'&$-"

(*$'"

++$+"

'%$%"

()$,"

),$+"

+*$."

,,$*"

,*$("

,)$."

,'$&"

*.$*"

&.$&"

)%$%"

*($&"

)&$("

(&$*"

&,$&"

&*$&"

,$-"

+$&"

*$("

'$)"

(($("

&'$'"

&&$'"

&$*"

&$("

%$%"

%$)"

%$%"

%$%"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

*%

(% *%

&% (%

* &%

( *

&$*

- &$*

* -

*

& && &' &, &- '. (%

'*

'.$. ') #%$& &*$+ #%$'

& &%%



&$+

') &$, &$+ &$+

*&$- ') *($* ')$*

')$,



^CPKWL7./-_

'?a(GUA<22Z*D]4TSRH^5GUA<2H)9+,8;_

($%"

'%$."
.$%"

'*$)"

&)$."

'+$."

+,$("

'&$*"

*$+" ($." &$(" %$("

%"

'%"

)%"

+%"

-%"

% & . &% &. '% (. )% ,. -%

+,$("

+$,"

&-$)"

(%$&"

),$+"

+*$%"

,.$'"

-&$)"

-,$("

.)$)"

'&$*"

'+$,"

(-$-"

(-$("

()$*"

',$*"

&+$-"

&*$+"

,$("

)$-"

*$+"

'%$%"

''$)"

&*$%"

-$+"

)$+"

'$("

&$,"

($%"

%$-"

*$*"

)+$,"

'%$)"

&+$*"

.$)"

'$."

&$,"

&$("

'$)"

%$%"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

*%

(% *%

&% (%

&%

&$*

&$*

% & . &% &. '%

&( +

+)$. ') +'$& ($, ') ($)

'% +,$'

') ,&$'

+,$( +-$(



'?b(Z1\*3EOM

^CPKWL7./-_

&%% ..$,

&%% ')

&%% *($% *&$'

&%% ') .-$*"

&.$& ') ''$("

(($- ') '.$%"

--$&"

&&$."

%$%"

+&$*"

(-$'"

%$("

%"

&%"

'%"

(%"

)%"

*%"

+%"

,%"

-%"

.%"

&%%"

+&$*"

.($("

-.$-"

-&$&"

,%$)"

+&$("

*)$%"

**$)"

+%$+"

))$%"

(-$'"

+$,"

&%$'"

&-$."

'.$+"

(-$-"

)*$("

))$'"

(-$-"

**$+"

%$("

%$,"

%$)"

%$+"

%$)"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

*%

(% *%

&% (%

&%

&$*

&$*



'?c(Z1\*6VOM

^CPKWL7./-_

'?d(Z1\*6VIN

-+$+"

&($)"

%$%"

'-$."
')$&"

),$%"

%"

'%"

)%"

+%"

-%"

&%%"

'-$."

-+$,"

,.$+"

+%$'"

(,$&"

'*$-"

&.$*"

&*$'"

'%$+"

&'$."

')$&"

&($("

&'$'"

',$,"

(($("

'.$'"

')$&"

&-$+"

&($."

'&$)"

),$%"

%$%"

-$'"

&'$&"

'.$+"

)*$%"

*+$)"

++$'"

+*$*"

+*$,"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

*%

(% *%

&% (%

&%

&$*

&$*

%$%"

,($&"

'+$."

&.$&"
'+$)"

,$)"

%"

&%"

'%"

(%"

)%"

*%"

+%"

,%"

-%"



'V`(GUA<22Z*[>0*B@



'?e(GUA<*FQJYX=

&$%"

%$%"

(+$)"

''$)"

'($+"

(-$-"

(.$%"

(-$-"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

% & . &% &. '%

&($,"

,$*"

*+$'"

*%$,"

&-$%"

''$)"

&'$&"

&.$)"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

% & . &% &. '%

'&$,

') '%$( '%)( &.$+

)$& ') ($% ($& ($&



)*$*"

'-$)"

)+$%"

*.$,"

*$,"

,$*"

'$."

)$*"

%" '%" )%" +%" -%" &%%"

% & . &% &. '%

+*$-"

**$'"

('$&"

)%$("

&$*"

($%"

%$+"

&$*"

%" &%" '%" (%" )%" *%" +%" ,%" -%" .%" &%%"

% & . &% &. '%



¯SEðS~o8

·� ø¸SEðS~o8Ïpm

SEz
éñëèñ

à

æïçîãä
êáâñ-

Y

ª«ðíàÞð
b}ð� �
yÏoq

ìåâñ5
U

¨¤�¤�  � � �� � ¨ �� � §¥�¥�  ¦�̈ �

�§¥�¥� � � � � �� � � �§¢�¥� � �§¢�¥� � � ¢�£� �

¥¡�¥� ¦� �¢� ¡¨�¢� ¡� �§� ¡�̈ �

�¤¢�§� � �¥£� � � �¡� �¦� � � ¢�¥� � �¡�§� �

·Bú¸/� |ÕCD+lÏW� yÏ~<pm
±`� I@*Ï*�ÊKiÕ%9OÎNÅ×ÚÆW� yÜ{(ÂÆAa

®ó ô3ÐQY¡£RU� Ïa1³

� � Tuð[L� P

Prf

*'#("

,$#*"

*#&"

%#)"

)#$"

'#$"

&)#("

%(#-"

$" %$" &$" '$" ($" )$" *$" +$" ,$" -$" %$$"

Prf

� � Tu

[L� P

MdÅÄ %A &A 'A)"

`� I@*Ï� ºSEðS~o8Ð²SEzÊÏ?vðéñëèñàÏoqðS~*ÕÝïßñä

ÏMdyj´ÍJ,Ü4qÂÉ� ÛÚÉ»Ø²¹ÄÚÏ� sÔ6RU¼×G7ÂÉ¹Ù·� ø¸³

ÒÆ²ÀÚ×)HÎÔ²µ`� I@*%9OÎNÅ×ÚÆ/� |ÕCD+lÏW� ð� eyÜ`�

I@**�Ê{(ÃÙ¶²µ/� |ÕCD+lyËÏW� &^*ó2~*²+lX� *yôÜ� º¶²

µ#� � hðÝïßñäÜ� º¶ÍÌÏcnÎÖØ²/� |ÕCD+lÏW� yÜ~<ÂÉ¹Ù`� I

@*ÏpmÜ·Bú¸ÎwÂÉ¹Ù³

6Rk�� 7

  



±/� |ÕCD+lÏW� yÜ~<Â²W� &^Ü� ÈÆAaó2~*yô

±"� ÏºÇ²`� I@ó`� � ÏÓÏF=Ü� ¾ô½;7ÂÆAa

±/� |ÕCD+lÏW� ²� e²�VyÜ~<ÃÙ#� � hðÝïßñäyÜMdÂÆAa

*-#%"

((#-"

,#'"

%$#("

(#-"

%$#("

%+#+"

'(#'"

$" &$" ($" *$" ,$" %$$"

Prf

� � Tu

[L� P

MdÅÄ %A &A 'A)"

()#)"

(*#$"

&)#&"

%,#-"

%$#)"

%$#,"

%,#,"

&(#'"

$" &$" ($" *$" ,$" %$$"

Prf

� � Tu

[L� P

MdÅÄ %A &A 'A)"

,,#'"

*&#+"

,#$"

%*#("

%#+"

-#$"

&#$"

%%#-"

$" %$" &$" '$" ($" )$" *$" +$" ,$" -$" %$$"

Prf

� � Tu

[L� P

MdÅÄ %A &A 'A)"

 ¡



°`� � _t� Ïpm

'7M(>FG=DI/CA

&>FG=.J,0DI.J,0342G*E6/<9@B

&>FG=.J,0DI.J,0342G*E6.<9+1-)0;8E6?K5HL

)#&"

%#)"

')#'"

&'#-"

%*#)"

%$#("

%&#-"

%*#("

'$#%"

(+#,"

$" &$" ($" *$" ,$" %$$"

Prf

� � Tu

[L� P

õ' ö' ÷' ø' ù')"

%+#*"

%'#("

*(#,"

+%#+"

%&#("

%'#("

)#&"

%#)"

$" &$" ($" *$" ,$" %$$"

Prf

� � Tu

[L� P

0´Ï�@Ü[L � ð.yÜ[L $c [LÂÉ¹Í¹

C`� nx%-gxú� ÊÐ²`� I@*Ð²%9OÏ�@ÏºÇZ\%9Î.Ù`� � _Î� Ã

Ùt� Î� ÃÙ%9Ü� º�@Ü[LÂÍ¿ÚÑÍ×Í¹ÀË½� LÁÚÉ¹Ù³QY&)RU� Î»

¹ÉÐ²� � Tuð[L� PÊÐ-,#)"óQY&(RUü-,#)òô²PrfÊÐ-(#,òó>ü-%#(òôÏ`�

I@*Ê²`� � _Î� ÃÙt� Î� ÃÙ%9Ü� º�@Ü[LÂÉ¹Ù·Bû¸³

6R]�ÍÂ

 ¢



&/1-6*)+(,45/03.2-78'

(, ) '



/,%-"

'&&%&"

)%)"

&" (&" *&" ,&" .&" '&&"

&%&"

'

-)%'"

(

'*%/"

)

'&%+"

*

'%+" )%)"

'

-)%'"

(

'/%/"

)

)%("

*

&%+"

'/ (& * '

(,

'&& (* /.%+

/,%- (* /,%' '&



(,

()%/

+%. ''

-,%'"

'

()%/"

/*%("

+%)"

&%*"
&%'"

+%."

()%/"

/*%("

-,%'"

&" (&" *&" ,&" .&" '&&"



& '

,+%."

' (

(-%,"

( )

+%'"

) *

&%/"

*

+

&%,"

'%*

& '

*.%*"

' (

))%."

( )

'(%&"

) *

)%,"

*

+

(%("

'%.

& '

,'%("

' (

)-%)"

( )

'%+"

'%*

& '

*,%*"

' (

)/%/"

( )

''%-"

) *

'%*"

*

+

&%,"

'%-

(,

'(

'%* (* '%*

'%. '%-

'%* (* '%*

'%- '%,

& (,

&

&



& '

*-%."

' (

(.%*"

( )

'%+"

) *

.%/"

*

#+ $

')%*"

(%'

& '

)-%-"

' (

('%)"

( )

'&%*"

) *

.%*"

*

#+ $

((%("

(%,

(,

')

(%' (* (%'

(%, (%+

() (, )'

//

& (,

&

&



&%&"

*%+"

'&%*"

.+%'"

&%&"
*%&"

'&%*"

)+%'"

*/%("

'%)"

(,

*%' +%- '*

(

'%+"

( *

)'%)"

* ,

*/%)"

,

''%/"

,%&"

*%'

(

.%("
( *

'+%+"

* ,

),%'"

,

'*%,"

(+%,"

+%-

'+

&



'/

'%) (* '%)

'%- '%)

''%' (* -%'

*%/ *%.



($#'"

')#,"

)#," )#-"

$"

%$"

&$"

'$"

($"

)$"

&-

)*+ &(

)-#+ '*#+" '+#'

%-

&(

&( &( &) %$&

-%

&+ &( &, %$$ ,) %*



%'#("

+#)"

%-#("

%#)"

+#)"

%#)"&#(" &#$" &#*"
$#-"

%#,"

(#("

$"

)"

%$"

%)"

&$"

&)"

-#$"

%'#("

-#$"

%(#-"

%$#("

%%#-"

(#%" (#)"

&#'"
'#("

&#+"

)#*"

$"

("

,"

%&"

%*"

%,$

%+

'(#$" '%#,"



� JaX �� ª#4¡.9/_

� n³�JaX®PDwJ¬;¥� ¯ �� ª#4¡.9/_

ty>V-.=&�
6s%¬ri

k<¬.9ri
ty>V-.=&£

#4¬Bq

~�}� | �}�| � }�|

®²¯TlB<%¡#4/_&0

KO"$L R\� «� >Tm]� ¢� JaX¢� ty¡JaX�62� � TlB<%¡.9r

ie¡uQ¬v¦� >? �� ªTlmS¡&0¡U*+E 3¦ª� ��� «� �©®>Tm]

d##Y¡±¯� ^ $7o[� H� �JaX¡TlB<% ��� ¢� #4/_&0¬M5� ª�

¦ � ty¡JaX�.9� � #4¬g_@m� ª� �§°� ¡Vf� � ª�

#4¡.9/_¬EW� � �ªJaXTlB<%¡18¢�n³�¡��©�� � � �ª� � ty>

V-.=&�6s%¬ri� � � �ªTlB<%� .9/_� � �ª#4�� � ¢� xF¡� ª,c

`N£¡ICPG (ª#4� T<¡b) (ª#4� CZhz (ª#4� pjCTl (ª

#4� � ¡'� A� ¤¨«� � k<¬.9� ri� � � �ªTlB<%� ¢� PG"#¬.9ri�

� �ª'� A� ¤¨«� � � ¨ � � ty>V-.=&£¡#4Bq� ¬EW� � �ªTlB<%�

¢� Bq� � �ª#4�� � � ,c`N¡IC (ª#4� A� ¤¨«� �

��



»wnõ� +ØPgxt

Á�ýÂwnõ� +ØPgxt

£¡X}õ_O£S S{k

±°°¯°® ·´¯¶®

¼N� � ¬� �Ø~� Øvzxt

ÁB±¶ÂN� � ¬� Ø~� Øvzxt

øüùd� L?(Øv6xt×ÑÄÒØwnõ� +

-+#$"

(-#'"

%'#(" %%#-"

&'#-"

(*#'"

'(#'"

%%#)"

(*#,"

(#," (#'"

'(#$"

$"

&$"

($"

*$"

,$"

%$$"

JNd`� 'o¨,�  � d? Z� G¿

�yG¿

0� (� G�

132¨,� 34.¨,� ¿

-� �

£¡X}õ_O£S S{k

d� L?(ÈCD)sÚØ� h�&åmÏÌÒÄÉÏÝ×Ù¿d� L?(� � ÈÎØv6×ÑÄ

Ò|på� OÌ¿ÎØPg� må� +ÌÒÄÉÊÔÈ¥� ÓÃãÀU^%-V×cqËäÏCd� uÓ

Ù¿d� L?(Ù¿rV¿� áØv6xtØwnõ� +å� Ä¿ÎØ� m×¨ÍãE>iå� (×

b2Ì¿0�ÍãÊÔÔËäÏÀÛÏ¿wnõ� +å� Å©×Ù¿N� � ¬� Ø~� ØvzåBãÊÔ

È� OËäÏøCd� u� &+lùÀ

U^&)VY§×ÆÄÒÙ¿wnõ� +å� ÐÒÄãd� L?(Ù¿£¡X}õ_O£SÓÙ%$$"

øU^&(VY%$$÷ùÔÖÐÒÄãÈ¿S{kÓÙ-)#,÷øU^&(VY-(#,÷ù×ÔÕÛÐÒÄãÁ�

ýÂÀ

wnõ� +å� Å×[ÏÐÒÙ¿N� � ¬� Ø~� ØvzåBãÊÔÈOÝáäÒÄãÈøCd� u

� &+l� û«ù¿ÕØàÅÖfØ~� ØvzåBÐÏØÇåÛÔÝÏÞØÈÁB%,ÂÓÃãÀJNd`

�¿'o¨,� ¿34.¨,� ¿-� � ÖÕÇá85å\ÒÄãF<ÈIÄàÅÓÃãÀÛÏ¿~� Øv

z×©ÌÒÙ¿� +L?(�Ø� � å� � Íã¿.3×íæòôç�å� Å$¿ÎØ$ÔÌÒiª×à

ã]� iåb2ÍãÖÕØ;� ÈÖËäÒÄãÀ

4V�a� ÖÌ

²³



¾N� � ¬� ÚØ]� � ;Øfu

¾#� %H×H¢ÇáØ]� � ;å� ÐÒÄãF<ØRK

)'#$"

'%#,"

&&#+"

))#("

($#)"

%'#,"

$"

%$"

&$"

'$"

($"

)$"

*$"

� +L?(�Ø

� � å� �

.3×íæòôç

å¦/

ÎØ$

£¡X}õ_O£S S{k

*#$"

+#)"

(#)"

$#$"

%#-"

(#'"

%'#-"

'#&"

$"

&"

("

*"

,"

%$"

%&"

%("

%*"

WÉæôèö

ëåPg

/3#�Ó"�Ø

]� å7ã

-� � �Ø¨,�

øA*ùÇá� ;

ÎØ$

£¡X}õ_O£S S{k

4Va� ÖÌ

4Va� ÖÌ

²´



½wnõ� +� mØ� (ÚØE>¿"�ÚØ0�Øxt

ÁB²°Â"�ÚØ0�fuø�e@� ù

ÁB±·Â� (E>Øfu

%%#-"

('#'" ((#,"

%'#%"

'%#'"

))#*"

$"

%$"

&$"

'$"

($"

)$"

*$"

j(� ¿L?(�Ó

� hÌ¿Q�

j(� ¿L?(Ó� h iª×àãb2ØÜ

£¡X}õ_O£S S{k

)'#+"

%$$#$"

'#$"

&,#'"

**#*"

%-#%"

$"

&$"

($"

*$"

,$"

%$$"

1Mßìôî

óêë�å¤T

ðöñïöé ÎØ$

£¡X}õ_O£S S{k

d� L?(Ùwnõ� +Ø� m×ÑÄÒ� (×b2ÍãÔÔÞ×¿"�×0�ÍãÊÔÔËäÒÄã

øCd� u� &+l� ú«ùÀ� (E>ØfuÙÁB%-ÂØÔÆâÔÖÐÒÄãÀj(� ßL?(�Ó�

hÌÏâ¿Q� å� ÐÏd� L?(Ù¿£¡X}õ_O£SÓ))#&÷øU^&(VYþ)*#+÷ù¿S{kÓ

((#(÷ø=þ(*#$÷ùÔÖÐÒÄãÀ

ÛÏ¿"�ÚØ0�fuÙÁB&$ÂØÔÆâÔÖÐÒÆâ¿ðöñïöéØvzÈIÉå9ÝÒÄãÀ

²µ



� ?[oex,³wj¤da

� tÃ�

Rq
|l

v/
RY

*?
Us

&\V
³9W

?X³
y@

� � FH ���� � �� ��� �� ��� �� �� � � � �� �

IFH � ���� � � ��� � � �� � � ��� � � � �� �

� � FH � � ��� � � �� � � � �� � � � ��� � ��� �

IFH � ��� � � � ��� �� �� � �� �� � � � �� �

ÀÂÁ?[³u� O<

� �Gk
P@� C

CgZ

)D$#*FILJP=0(FI4AK?M3.+/Q@9GR356S;8O72+,1
1-/+6HNEC<4>B

,*#*"
-&#)"

,&#%"

+'#%"

((#,"

),#&"

,'#+" ,(#)"

*+#&"

),#&"

%+#&"

()#%"

$"

&$"

($"

*$"

,$"

%$$"

Rq|l v/RY *?Us &\V³9W ?X³y@ ?[Ty³

ih;)f

� �Gk¿P@� C CgZ

1?[¡§¼¨¼³RqeL·RqS� ²8¬¢� 67³dam²K¥� r#h¿rJh±?

[~4¾s� ©¶²´� Rq>3'¡� Rq>3'x,³Q]·?[$n³�+Sc³B=±°²

¸º� ?[³u� ¾O<¦»£¯¡_¶¹¼»�

1?[²� �� Rq|l³pM� -RY³)f� Ab¾(� ?[s%³`@� &\V³9W� ?

X³y@±°¾s� � ²� z0� »�´N{²¸»� "¾s½±�Rq>3'³.2´�5&%� ³¯

� º®� »�

£¼¹²«�� EM%$FH³da¯^}¤µ»¯� � tÃ� ³¯� º¯±ª�»� £³%)F� ®

?[³u� ¡<D²O<¤©£¯¡+ »�

� �



\-=NR"Grlams(HA?

'5##(7;>?/<.81*+)-9=640,23

'*#'"
($#'"

,#,"

%(#+"

$"

%$"

&$"

'$"

($"

)$"

IUNR"G'2s/% -=7>rvx"G6J

PO1F|5.P0 0C9

-=Q3"GsIUd"GTEfontqe]I;ohm-=rQ3gyxIUNR"G'2{/

%hjw]-=d#D7>hjBLs(Hrlam<.h]@&s"G{6Jhjwixqps(H

{Mb8K,)$sA?t_*&&`socwoqkmcw]"GSrcamu-=sNR{4+ix(

HdMzymax^

WX



報告事項③

第２次戸田市教育振興計画実施計画の

実績・今後の展望等について

～ 生き生きと 共に育む 教育のまち 戸田 ～

平成２７年９月

戸 田 市 教 育 委 員 会

17957
テキストボックス
（別紙）
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第２次戸田市教育振興計画実施計画重点施策 【平成２６年度実績】

（重点施策１）確かな学力の育成

■目標指標

H23 H24 H25 H26 H27

88% 88% 89% 89% 90%

87% 89% 88% 87%

72% 74% 76% 78% 80%

74% 79% 74% 76%

86% 87% 88% 89% 90%

86% 87% 87% 88%

75% 77% 78% 79% 80%

79% 80% 79% 81%

（重点施策２）豊かな心の育成

■目標指標

H23 H24 H25 H26 H27

５回 ６回 ７回 ８回 ９回

４回 ４回 ３回 ３回

86% 87% 88% 89% 90%

86% 88% 88% 87%

83% 83% 84% 84% 85%

83% 89% 90% 91%

（重点施策３）よりよい教育環境の整備

■目標指標

H23 H24 H25 H26 H27

2校 5校 8校 11校 14校

２校 5校 8校 11校

（重点施策４）家庭・地域の教育力の向上

■目標指標

H23 H24 H25 H26 H27

９か所 ９か所 ９か所 ９か所 ９か所

９か所 ９か所 ９か所 ９か所

２０講座 ３０講座 34講座 37講座 ４０講座

２５講座 ３５講座 39講座 40講座

目標指標

通学合宿の年間実施回数

（上段）計画値

（下段）実績値

地域子育て支援拠点つどいの広場事業設置数

施設維持保全改修実施学校数

授業の内容がわかる児童生徒の割合

授業に進んで取り組んでいる児童生徒の割合

小学校 85% 90%

中学校 73% 80%

指導課

指導課

現状
（平成22年度）

目標
（平成27年度）

小学校 88% 90%

中学校 70% 80%

目標指標
現状

（平成22年度）
目標

（平成27年度）

（上段）計画値

（下段）実績値

規律ある態度の達成度
（３つの達成目標から全項目の平均値）

４回 ９回

小学校 86%

中学校 83%

90%

85%

児童青少年課

指導課

目標指標
現状

（平成22年度）
目標

（平成27年度）

（上段）計画値

（下段）実績値

教育総務課

目標指標
現状

（平成22年度）
目標

（平成27年度）

（上段）計画値

（下段）実績値

市民大学の認定講座数

６か所 ９か所

19講座 40講座

こども家庭課

生涯学習課

０校 14校

-
1
-



第２次戸田市教育振興計画実施計画の平成２６年度の

実績や今後の展望等について

施策

番号
所属名 事業名 平成２６年度の実績や今後の展望等

1-1-1-11 学務課 中学校学校選

択制事業

本市においては児童生徒数の増加が続い

ているため、今後の教室数の不足を避ける

ため、一律３５人としていた通学区域外か

らの受入定員数を、各中学校の入学予定者

数及び施設状況を踏まえ決めることとし

た。

1-3-1-3 学校給食課 食の教育事業 栄養教諭、学校栄養職員と連携し、食育

全体計画に基づき、学校生活の様々な場面

で食に関する指導を行った。また、試食会

で講演会を行った。今後も継続していく。

1-3-1-4 学校給食課 学校給食セン

ター管理運営

費

市内６中学校から社会体験を受け入れ

た。今後も給食センターの円滑な管理運営

を継続していく。

1-3-1-5 学校給食課 学校給食栄養

管理事業・学

校給食事務管

理事業

学校給食実施計画に基づき、安全で安心

できるおいしい給食を提供した。今後もよ

り一層おいしい給食を提供していく。

1-3-1-6 学校給食課 単独校調理場

管理運営事業

調理業務は業者委託８校・直営方式１校

で実施、単独校調理方式の特色を生かし、

給食に関する指導の充実や細やかな対応を

行った。今後、直営校が増える予定である

が、円滑な管理運営を継続していく。

1-3-1-7 学校給食課 学校給食施設

整備事業

今後、残る３校の整備については、校舎

や他の施設の改築時期に検討する。

-2-



施策

番号
所属名 事業名 平成２６年度の実績や今後の展望等

1-4-1-2

1-4-3-2

3-1-1-4

福祉保健

センター

子育て支援事

業

こんにちは赤ちゃん訪問

実施人数 1,523 人（90.6％）

こども健康ダイヤル 24 延本数 2,702 本

運動発達相談 延４４人

子ども相談 延６２人

親子教室 延８０組

今後、訪問・面接・電話相談が気軽にで

き、発達に関する支援、保護者の不安を解

消できるよう、相談事業を充実させていく。

また、健診でのスクリーニングの適正化と

発達のフォロー体制を充実させていく。

1-4-3-4

3-2-1-4

障害福祉課 障害者施設事

業（あすなろ

学園運営費の

助成）

あすなろ学園は、「児童発達支援センタ

ー」として、通所利用の障害児やその家族

に対する支援を行う「児童発達支援」に加

えて、「地域支援」機能として、平成２６年

４月から保育所等訪問支援、平成２７年１

月から障害児相談支援を開始し、平成２７

年４月に本格的な取り組みを開始したた

め、今後も引き続き支援していく。

1-5-1-3 教育総務課 海外留学奨学

資金事業

海外留学奨学基金がここ数年のうちに１

億円を割り込むことが見込まれるため、奨

学金額の減額や年度給与額を一定にする見

直しを行った。

1-5-2-4 生涯学習課 文化財保護事

業

試掘確認調査 ９件延べ１２日（内３件が

本発掘に至る）

文化財講座 3/1、3/7 開催延べ５３人参加

今後についても現状維持で継続

-3-



施策

番号
所属名 事業名 平成２６年度の実績や今後の展望等

2-3-3-4 教育総務課 小学校施設整

備費

学校ＩＣＴ環境整備の一環として、戸田

南小学校・喜沢小学校・笹目中学校の設備

改修工事の中で無線ＬＡＮ環境の整備を実

施した。

平成２５年度にタブレットパソコンを導

入した喜沢小学校と笹目中学校においては

アクセスポイントまで設置し、普通教室や

理科室でもタブレットパソコンを持ち込ん

でインターネット回線を利用した協働学習

などを行うことが可能になった。

2-3-3-5 教育総務課 中学校施設整

備費

2-3-4-1 生涯学習課 社会教育委員

費

社会教育委員会 6/25、3/18 開催

平成２８年度から生涯学習事業に統合

2-3-4-2 生涯学習課 社会教育指導

員費

社会教育指導員 １名

平成２８年度から生涯学習事業に統合

2-3-5-3 学務課 就学援助事業 平成２５年３月の新システム導入によ

り、住民記録・課税情報との連動を実現し、

適切な事務の執行を図っている。平成２６

年度の認定者数は１，６４５人（対前年度

比３人減）となり、保護者に対し経済的負

担の軽減を実施した。

2-3-5-4 学務課 学童等災害共

済事業

給費申請件数の減少及びこども医療費助

成制度の拡大により平成２６年度末をもっ

て制度を廃止した。平成２６年度末までに

発生した給付の対象となるものについて

は、２年間の経過措置をとり、一般会計に

おいて対応する。

-4-



施策

番号
所属名 事業名 平成２６年度の実績や今後の展望等

3-1-1-4 福祉保健

センター

乳幼児健診事

業

４か月児健診 1,522 人(97.9％）

１歳児健診 1,524 人(96.3％）

１歳８か月児健診 1,489 人(95.8％)

３歳６か月児健診 1,394 人(92.3％)

疾患や発達障害の早期発見、早期対応を

継続するとともに、望ましい生活習慣の確

立へ向けて、保護者への情報提供の場とす

る。また、乳幼児の順調な発育を保護者と

共に確認し、育児不安の軽減を図る。

3-1-2-3 生涯学習課 生涯学習事業 人材の森公開講座 9/12～/22

２３回１１講座開催 延べ 222 人参加

まちづくり出前講座 4/8～3/15

１１２回開催 延べ 4,681 人参加

平成２８年度から社会教育委員費、社会

教育指導委員費と統合

3-1-2-6 生涯学習課 市民大学事業 ４０講座実施 3,034 人参加

市民大学修了者 29 人(延べ 39 人)

今後についても現状維持で継続

3-1-2-7 生涯学習課 サテライト大

学事業

岐阜女子大学

①6/28～7/26 ５回開催 76 人参加

②12/14～2/1 ２回開催 47 人参加

法政大学

2/14～3/15 ４回開催 62 人参加

平成２７年度から市民大学事業へ統合
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施策

番号
所属名 事業名 平成２６年度の実績や今後の展望等

3-2-3-3

3-2-4-11

生涯学習課 少年自然の家

の管理運営事

業

利用人数 6,840 人

５年間の第１期指定管理期間終了に伴

い、平成２８年度～平成３２年度の５年間

について、再度公募にて指定管理者を選定

する。

3-2-4-3 福祉総務課 民生（児童）

委員事業

平成２６年度においても、一部の地域で

子どもたちを対象とした登下校の見守りを

行った。今後については、活動の充実とと

もに学校と連携した事業も視野に入れ、取

り組んでいきたい。

3-2-4-4 福祉総務課 保護司会事業 平成２６年度においても、学校との連携

活動として、保護司と市内各中学校との意

見交換を行った。今後についても、引き続

き学校と連携し、犯罪や青少年の非行の防

止に取り組んでいきたい。

3-2-4-16 生涯学習課 生涯学習事業

（親の学習）

(小学校)10/15～30 １１回 1,312 人参加

(中学校)2/5～13 ３回 601 人参加

今後についても現状維持で継続

3-2-4-17 生涯学習課 生涯学習事業

（すこやか子

育て講座）

(小学校)10/21 １回開催 60 人参加

今後についても現状維持で継続

3-2-4-18 生涯学習課 生涯学習事業

（子育て講演

会）

(中学校)2/5 ３回開催 359 人参加

今後についても現状維持で継続

3-2-4-19 生涯学習課 人権教育事業

（ 人 権 講 演

会）

「21 世紀は人権の世紀になるか」

7/10 開催 302 人参加

今後についても現状維持で継続
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貸付単価（円）

（年額）

2 240,000

貸付申請者数 ２人

貸付決定者数 ２人

高等学校
高等専門学校
（１学年から３学年）

専修学校（高等課程）

大学・短期大学
高等専門学校
（４学年及び５学年）

専修学校（専門課程）

学校種別

0

1

私 立

国公立

90,000

0

150,000300,000

0

1

平成２７年度第２回奨学資金貸付内訳（新規分）

合 計

人数（人）
貸付金額（円）

（半年分）

120,000

180,000

国公立

私 立

240,000

0

17957
テキストボックス
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テキストボックス
（当日配付資料）



報告事項⑥

平成２７年度全国学力・学習状況調査の概要について

１ 全国学力・学習状況調査について

（１）調査の目的

①義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状

況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

②そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

③学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

（２）調査の対象

○小学校 第６学年

○中学校 第３学年

（３）本市調査実施日

平成２７年４月２１日（火）小学校１２校、中学校６校

（４）調査事項

○教科に関する調査

①＜国語A、算数・数学A＞ ･･･主として「知識」に関する問題

②＜国語B、算数・数学B＞ ･･･主として「活用」に関する問題

③＜理科＞ ･･･主として「知識」に関する問題と「活用」に関する問題

○質問紙調査

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙による調査

本市における調査人数（人）

国語A 国語B 算数・数学A 算数・数学B 理科 質問紙

小学校第６学年 1,192 1,191 1,192 1,191 1,191 1,190

中学校第３学年 1,035 1,036 1,036 1,036 1,035 1,035

２ 本市の結果の概要について
（平均正答率 単位％）

小学校第６学年 中学校第３学年

国語 算数
理科

国語 数学
理科

A B A B A B A B

全 国 70.0 65.4 75.2 45.0 60.8 75.8 65.8 64.4 41.6 53.0

埼玉県 68.7 64.2 73.1 43.1 59.2 74.9 64.7 63.2 40.4 51.6

戸田市 69.3 67.0 75.0 45.4 61.2 76.0 65.0 64.9 41.3 52.6

【小学校】国語Ｂ、算数Ｂ、理科で全国平均を上回っている。国語Ａ、算数Ａを含め、全
て県平均は上回っているが、これまでと比較するとその差が縮まっている。

【中学校】国語Ａ、数学Ａで全国平均を上回っている。国語Ｂ、数学Ｂ、理科は全国平均
を下回っているが県平均は上回っており、全体として大きく改善している。
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（１）国語について

小学校では、主に知識に関するＡ問題及び主に活用に関するＢ問題ともに県平均を
上回っている。全国平均との比較では、ほぼ変わらない数値であるものの、Ａ問題
でわずかながら下回っている。基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得できる
よう指導を充実させる必要がある。
中学校では、Ａ問題は全国及び県平均を上回っているが、Ｂ問題は県平均を上回

ったものの全国平均は下回っている。基礎的・基本的な知識及び技能について、概
ね習得しているが、活用する力の育成をより一層図っていく必要がある。

（２）算数・数学について

小学校では、算数Ａについて、戸田市は全国平均を若干下回っているが、県平均
を上回っている。算数Ｂについては、戸田市は全国及び県平均を上回っている。基
礎的・基本的な知識及び技能の定着が図られていること、活用する力の習得が図ら
れていることがうかがえる。しかし、昨年度は算数Ａ・Ｂともに全国及び県平均を
上回っていたことから、より一層の指導の充実が必要である。
中学校では、数学Ａで全国及び県平均を上回っている。数学Ｂでは県平均を上回

っているものの、全国平均を若干下回っている。基礎的・基本的な知識及び技能に
ついては昨年度から改善が見られるものの、習得した知識及び技能を活用する力の
伸長が図られるように指導を充実させていく必要がある。

（３）理科について

理科は、主として「知識」に関する問題と、主として「活用」に関する問題の両方を
合わせて出題している。
小学校では、県平均、全国平均をともに上回っている。学習した内容を日常生活に適

用して答える問題が多く、学習指導に当たっては知識や経験を日常生活へ適用する場面
を意図的に設定することが重要である。
中学校では、県平均を上回っているが、全国平均はわずかに下回っている。第１分野

と第２分野を横断した総合的な見方や考え方ができるようにすることが大切である。

（４）学習状況調査【児童生徒質問紙】について
ア 児童質問紙調査（小学校）
・月～金曜日における学校の授業以外の学習時間（学習塾や家庭教師含む）については、２時

間以上の児童が２９．９％であり、全国・県より高い。（全国２５．７％、県２５．７％）
・「家で、自分で計画を立てて勉強をしていますか」について、「している」「どちらかとい

えば、している」の合計が７０．７％であり、全国・県より高い。（全国６２．８％、県７
０．１％）

・「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意ですか」について、「当てはまる」「ど
ちらかといえば当てはまる」の合計が４８．８％であり、全国・県より低い。（全国５１．
２％、埼玉県５２．５％）

イ 生徒質問紙調査（中学校）
・「数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考えますか」につい

て、「当てはまる」「どちらかといえば，当てはまる」の合計が７２．７％であり、全国・
県より高い。（全国６９．８％、埼玉県７１．７％）

・「地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか」について、「当ては
まる」「どちらかといえば当てはまる」の合計が３８．２％であり、全国・県より高い。
（全国３２．９％、埼玉県３８．０％）

・「今住んでいる地域の行事に参加していますか」について、「当てはまる」「どちらかとい
えば当てはまる」の合計が３５．５％であり、全国・県より低い。（全国４４．８％、埼玉
県４３．０％）
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1 戸田東中 全教科等
確かな学力を身につけた生徒の育成
～思考力・判断力・表現力等をはぐくむ言語活動の充実を目指して～

戸田市教育委員会
25・26・
27

10.13

2 戸田第二小 英語活動 外部専門機関と連携した英語指導力向上事業（研究協力校）
文部科学省
埼玉県教育委員会

27・28 10.20

戸田市教育委員会 26・27

埼玉県教育委員会
25・26・
27

英語 外部専門機関と連携した英語指導力向上事業（研究協力校）
文部科学省
埼玉県教育委員会

27・28

4 戸田中 道徳
豊かな心を持ち、互いの良さを認め合う生徒の育成
～一人一人の思いを尊重し合う道徳教育をめざして～

戸田市教育委員会
25・26・
27

11.5

5 喜沢小 特別活動
望ましい集団活動を通して、心豊かに生きる児童の育成（第二次研究）
～自らかかわり合い、個が生きる学級活動～

戸田市教育委員会 26.27 11.12

6 戸田中 保健体育 南部地区中学校体育授業研究会
埼玉県教育委員会
埼玉県中学校体育
連盟主催

27 11.19

7 戸田東小 体育 共に学ぶよさを味わい、健やかな心と体をもつ児童の育成 戸田市教育委員会
25・26・
27

12.16

8 芦原小
算数
特別活動

「自尊感情」を高め、互いを尊重し合う児童の育成 戸田市教育委員会 26・27 1.28

9 新曽中 道徳 道徳の時間を要とした教育活動の充実を目指して 戸田市教育委員会
25・26・
27

2.12

委嘱
期間

3 10.30

平成２７年度 戸田市教育委員会等研究委嘱校の研究発表日について

学校名
H27発表
予定日No

全教科等

地域に応じた学力向上を目指して
～魅力ある授業づくりと豊かな学習環境づくり～

＜地域に応じた学力向上推進協力校（埼玉県）＞
＜「学校教育の情報化」に関する調査研究協力校（県立総合教育センター）＞
＜協調学習の授業づくりに係る調査研究協力校（県立総合教育センター）＞笹目中

研究教科
等

研究主題または内容 研究委嘱機関

5
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報告事項⑧

「子育て講演会」を開催します。ぜひご参加ください! 参加費無料

演題 「我が子の幸せを心の底から願う

お母さんとお父さんのためのプチ親セミナー」

講 師 はね ばやし ゆ ず

心理カウンセラー 羽 林 由 鶴 氏

講師プロフィール
埼玉県のご出身。大学卒業後、財団法人教育研究所に 17

年間勤務され、2005 年に心理カウンセラーとして独立さ

れました。その後講演活動を開始されるとともに、2006

年には合資会社 STEP13 を設立され、学習支援、人材育

成等の各種カウンセリングや執筆活動に従事されてきまし

た。テレビやラジオ番組では、「ただイマ！」（ＮＨＫ）、

「ピンポン」（ＴＢＳ）、「解決！ナイナイアンサー」（日

テレ）、「エチカの鏡」（フジテレビ）」など、数多くの

番組に出演されています。

最近、若年による残虐な殺人事件が発生したり、いじめ

による自殺など、世の中に漠然とした不安が広がっていま

す。また、子どもたちの間にはラインが普及してコミュニ

ケーションが苦手な子どもが増えているなど、この不安定

な時代を生きるためには、子供たちに対し、親、そしてま

わりの大人たちによる言葉がけや温かい家庭がとても重要

になるのではないでしょうか。

日 時 平成２７年１０月１４日(水) 午前 10 時 30 分～12 時

受付：午前１０時～

会 場 新曽公民館（福祉センター）３階ホール（所在地 新曽 1395）

対象・定員 市民・５０人（市内小中学校ＰＴＡ会員の参加有り）託児室有り

申 込 ９月 7 日（月）より申込開始 電話・メール・ＦＡＸにて下記まで

【お申し込み・お問い合わせ先】

教育委員会 生涯学習課

電 話 048－441-1800（内線 466、342）

ＦＡＸ 048－432-9910

メール kyo-syogaigaku@city.toda.saitama.jp
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報告事項⑨

第３１回特別展 開催要項

１ 展示名称 「戸田ボートコース物語～オリンピックがやってきた！～」

２ 開催趣旨

昭和３９年（１９６４年）に日本（東京）で開催されたオリンピックは、敗戦後の日

本の急速な復興と国際社会への復帰を象徴する一大イベントであった。戸田ではボート

競技が開催され地元住民と外国選手との交流も見られた。また、町内のインフラ整備も

これに合わせて大きく進み、オリンピック道路の竣工や笹目橋の架橋など、オリンピッ

クの前後では町の様子も大きく変わった。

ボート競技を開催したコース（戸田漕艇場）は、「幻の東京五輪」（昭和１５年（１９

４０年）開催予定。返上、中止。）の際に整備が進められたものである。戦争の激化など

の国際情勢により開催地返上をせざるを得なかった当時の人々の落胆は、戦後に競技が

実施されたことにより喜びに変わったのである。

そして、平成３２年（２０２０年）に「３回目の東京オリンピック」が開催予定とな

っている。残念ながら戸田は競技開催地にはなっていないが、今回の展示により、スポ

ーツを通じて友情、連帯、相互理解を深め、平和な世界を目指すオリンピックの精神を

感じていただきたい。

３ 開催期間

平成２７年１０月１７日（土）～１２月６日（日） 【４８日間】

【休館日】１０月２６日（月）・１１月９日（月）・３０日（月）

４ 展示会場 戸田市立郷土博物館３階 特別展示室

５ 関係機関

主催 戸田市立郷土博物館

共催 公益財団法人日本オリンピック委員会

協力 公益社団法人日本ボート協会

埼玉県ボート協会（全て依頼予定）
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６ 展示構成

第１章 東京オリンピックとその時代

第２章 オリンピックと戸田

第３章 戸田漕艇場のその後

７ 入場料 無料

８ 警備体制

開館時 展示監視員１名の配置及び警備員による定期巡回

閉館時 警備員２名が、通年にわたり常駐

９ 資料搬送

借用資料搬送は、美術品梱包専門作業員による資料の梱包時及び開梱時共に学芸員立

会いの上、美術品専用輸送車を使用し学芸員が同乗

10 関連事業 次のとおり（予定、詳細は別途起案）

【写真展】

名称 「オリンピックと戸田ボートコース」（仮称）

日程 特別展と同日程

会場 郷土博物館３階特別展示室前ロビー及び１階エントランス

写真提供者 埼玉県ボート協会参与 岡田平治氏（予定）ほか

【記念講演】

名称 「戸田ボートコースとボート競技」（仮称）

日程 未定

会場 図書館・郷土博物館２階視聴覚室

対象 中学生以上

講師 埼玉県ボート協会 参与 岡田平治氏（予定）

東京オリンピック漕艇競技出場者（予定）

現漕艇競技日本代表（予定）

スポーツドクター（予定）
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11 印刷物

(1) ポスター（Ｂ２判、４色）：３００枚 ［主として他館等への郵送他］

(2) ポスター（Ａ３判、４色）：５５０枚 ［主として町会配送 535 枚他］

(3) チラシ（Ａ４判、片面カラー）：１０，０００部[町会回覧 3,541 枚、小・中学校ク

ラス数配布、他館郵送等] ６，０００部[同デザインを使用し本庁内印刷、小学校家

庭数配布]

(4) 展示図録（Ａ４判 ４色 ６０頁） ５００部

［頒布、協力者・機関寄贈、交換館郵送］

12 広報活動

(1) 「広報戸田市」（１０月１日号※関連事業についてはそれぞれ適切な号）

(2) ポスター掲示（町会掲示板、小中学校、公共施設、他の博物館施設等）

(3) チラシ配布（小学校及び中学校クラス数配布、公共施設、他の博物館施設等）

(4) 当館ホームページ 本市公式ソーシャルメディア 館内掲示

(5) 報道機関への情報提供

(6) イベント関連サイトへ情報提供（日本博物館協会、インターネットミュージアム、

文化遺産オンライン、科学館ポータルサイト、埼玉文化イベント情報、すくパラ倶楽

部等）

13 展示企画 戸田市立郷土博物館学芸員

石川達也、最上志乃、山田あさぎ、吉田幸一
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